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トップメッセージ  変わりゆく時代の潮流を捉え、さらなる進化を遂げる“変化”を恐れない会社へ



5

小
野
測
器
と
は

　社長に就任し、6年目を迎えました。就任以

降、本社移転や企業理念の再言語化等を実行し

てきましたが、以前と比べ徐々に社内の空気が

明るく未来に向かって変わってきていると実感

しています。良い意味で固定観念が薄れ、緊張

感が緩和されたことで、従業員が自分の意見を

主張し積極的に新しいことにチャレンジする風

土が醸成されつつあり、全社的に空気が柔らか

くなってきたと感じています。

　2025年は、数字としても前年を超える業績

を残すことができました。これは従業員一人ひ

とりが尽力してくれたからこその成果であり、

従業員のおかげで会社が良い方向へと変わり始

めているのだと思っています。また、社外連携

を通じた社会貢献活動等も進めることができま

した。日 「々社会のために小野測器ができるこ

とは何か」と模索する中、従業員が中心となって

こうした活動を積極的に進められたことは、当

社にとって大きな成長であり、あるべき姿にま

た一歩近づくことができたものと感じています。

　一日が終わる時、「明日もこの会社で働きた

い」。従業員がそう思える会社であることが、

当社の成長をより一層加速させると考えていま

す。未来に向かって変わり始めた、この変化の

流れを継続できるよう、歩み続けていきます。

　当社は2025年11月、愛知県豊田市に「中部

リンケージコモンズ（CLC）」を建設することを

発表しました。横浜・宇都宮に続く第三の事業

所として、次世代モビリティ開発に対応した試

験設備を備え、これからの自動車開発を加速さ

いるのが、従業員が働きやすく、やりがいを感

じることのできる環境づくりです。

　働きやすい環境づくりについては、従業員と

の日々のコミュニケーションを大事にし、また

就任当初に実施した若手従業員との座談会等も

通じて意見や困りごとを直接ヒアリングし、組

織運営に反映してきました。多様性が進む中で

も、お互いをリスペクトしコンシードし合い、

皆が同じ“仲間”として歩んでいく。それが私

の理想とする「笑顔あふれる働きやすい会社」

であり、その実現に向けて取り組んでいきます。

　またやりがいを感じることができる環境づく

りについては、従業員の頑張りに応じたインセ

ンティブの付与を進めています。既に実施して

いる業務功労表彰の他に、成果や功績を称える

機会を増やすことで、従業員のモチベーション

向上と組織の活性化を図ります。

　時代は急速に変化を遂げ、会社のあり方や働

き方も私が若手だった頃から随分と様変わりし

ました。豊かになるにつれ変化の速度も加速し

ている昨今では、その変化に合わせて会社も常

に変わり続けていくことが、より一層求められ

ます。今後もステークホルダーの皆様からの期

待に応え、社会から必要とされる存在であり続

けるために、変化を恐れず従業員とともに邁進

していきます。

せる新たな研究開発拠点となります。

　今回事業所の新設を決めた理由は、主に二つ

あります。一つ目は、当社が「計測機器メーカ

ー」から「共創メーカー」になるためです。当社

のビジョンは、「人とテクノロジーのより良い関

係を支え、サステナブルな社会の実現を加速さ

せる」ことです。そのために我々は、当拠点を軸

に“持続可能なモビリティ社会を実現するソリュ

ーションプロバイダー”へと進化していきます。

　二つ目は、未来に向けた開発体制を整えるた

めです。昨今の少子高齢化による人手不足を解

決するためには、DX化やロボットの導入によ

る業務効率化と併せ、当社に魅力を感じ、とも

に働くことができる仲間を増やすことが重要で

す。これまでは主要な事業所が関東に集中して

いましたが、初めて中部地区に事業所を設ける

ということで、今後は地域別採用にも力を入れ

ていきたいと考えています。会社の根底を支え

るものは従業員であり、従業員が安定した生活

基盤を築くことが会社の未来にとっても非常に

重要です。CLCを中心に地域別採用にも積極的

に取り組むことで、従業員が転勤による生活環

境の変化を心配せず、安心して開発に注力でき

る体制づくりを推進していきます。

　また将来的には、オープンイノベーションの

拠点として「共創ヴィレッジ」の創設を予定し

ています。CLCは「コモンズ」という名称の通

り、オフィスではなく“共創”を生み出す場で

す。敷地内に共創パートナーのスペースを用意

することで、協業や共創を生むコミュニティ形

成の起点としても活用していきます。

　CLCの稼働は、2027年秋を予定しています。

当拠点がビジョン実現を加速させる新たな原動

力となれるよう、進めていきます。

　2025年は、中期経営計画Challenge Stage 

Ⅳの初年度でもありました。当社が描く3年後

の未来からさらに大きく成長していくためには、

変革の土台となる直近３年間の取り組みが非常

に重要です。これまでのStageでは、3年をか

けてビジョン（ありたい姿）を達成するための

取り組みを進めてきましたが、足元を固めるた

めにも、Stage Ⅳでは1年ごとにどのような成

果を出せたかに拘って取り組むよう意識改革を

進めています。各戦略の詳細や成果については

後のページ(P.13-19)をご覧いただければと思

いますが、これまで以上にスピード感をもって

取り組めたことで、初年度中に多くのタスクを

実行へと移すことができました。国内外の情勢

や物価高騰といった外的要因から成果を出すま

でには至らなかった部分もありますが、実りの

多い一年になったと感じています。

　さらに2026年1月から、製造拠点の生産性

向上を推進する専門部隊として、新たに「未来

創成グループ」を設けています。当社が成長し

ていくためには、人手不足の深刻化やグローバ

ル競争の激化、品質・納期・コストの要求水準

の高度化等の課題に対して適切な解決策を講じ

ていく必要があります。当グループには、これ

まで当社が培ってきた知見を次の世代に伝承し、

組織の力として共有・蓄積するための施策の実

行や、ロボット化やアウトソーシング等を活用

した効率性の向上といった、未来のための変革

の旗振り役となることを期待しています。

　私が社長に就任してから一貫して取り組んで

未来に向かっている空気を感じる 当社が描く未来を実現するために

「働きやすさ」と「やりがい」の両立

持続可能な社会に貢献する新しい拠点
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新たな価値を生み出す新拠点［1］   新事業所「中部リンケージコモンズ（CLC）」実現プロジェクト

小野測器は現在、日本の自動車産業の中心地と言える愛知県豊田市に、新たな事業所「中部
リンケージコモンズ（CLC）」を、2027年9月の稼働を目指して建設中です。CLCは次世代モ
ビリティの開発を加速させる拠点となりますが、“開かれた事業所”を目指して、当社と志を同
じくする共創パートナーとともに、未知を拓き未来を創っていくことを目指しています。ここで
は、CLCの詳細と、本事業所に深く関わることになる「国立大学法人東京大学 大学院新領域
創成科学研究科」との取り組みも併せてご紹介します

名称：中部リンケージコモンズ
　　　　（Chubu Linkage Commons／CLC）
建設地：愛知県豊田市緑ヶ丘7丁目18番地
敷地面積：4534.51㎡
建設費：総額23億円（計画）
着工：2025年12月
竣工予定：2027年4月
稼働予定：2027年9月

【CLC基本情報】

愛知県豊田市の建設予定地（2025年12月時点）とプロジェクト担当役員

2027年9月稼働時の全景イメージ
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実験室のイメージ図
※1 NC値とは、建築音響における静けさの指標で、NC-30相当は、
ラジオ局のスタジオや病院、会議室などで目標とされる、「非常に静か
な空間」のレベル。
※2 産業の多角化及び高度化を目指し、製造業等の企業が工場や研
究所などを建設する場合に奨励金を交付して企業立地を支援する制度

　小野測器が現在、愛知県豊田市に建設中の新

事業所「中部リンケージコモンズ（以下CLC）」

は、横浜・宇都宮に続く第三の拠点として、次

世代モビリティ開発を加速させる重要な事業所

となります。当社ではかねてから中部地区の事

業拠点建設を検討しており、2020年に事業用

地を取得。エンジニアリング事業をはじめとし

て、販売や製造、メンテナンスサービス等も一

体で行うことができる拠点を構想していました

が、コロナ禍で計画を大幅に見直しました。

【さらなる成長を遂げるために】

【担当役員メッセージ】

【CLC実現プロジェクト　ロードマップ】

　CLCは本館と実験棟「AT Lab.C1」で構成さ

れており、後者には静粛性に優れたNC-30相

当※1の車両ごと搬入可能な大型半無響室と、

台上試験において路面状況を再現するRC-S

（Real Car Simulation Bench）を組み合わせ

た最先端の実験室を設置する予定です。これに

より、次世代モビリティ開発でニーズの高い、

高精度なNV計測を可能にします。

　また国立大学法人東京大学 大学院新領域創

成科学研究科（以下、東京大学）との共同研究

　事業用地を取得後、コロナ禍と時を同じくし

て自動車業界では電動化の流れが加速。計画を

大幅に見直し「次世代モビリティの課題解決を

担う事業所」というコンセプトを打ち出しまし

た。今後事業を拡大していくにあたり、自動車

産業の中心地に拠点を構えることでさらなる成

長につなげたいと考えています。またCLCを足

がかりに、自動車関係のお客様だけでなく、新

領域への挑戦もしていきたいです。

　2027年の稼働時には、東京大学との共同研

究で得られた世界最高レベルの高度な制御技術

を試験設備に実装する予定です。また現時点の

構想では、2028年以降に本館と同じユニット

ハウスで構成された「共創ヴィレッジ」を建設

し、共創パートナーの皆様に活用していただく

予定です。技術と人が集うことで未来にワクワ

クし、また訪れたくなるような“開かれた事業

所”を目指しています。

2015〜16

構想検討
開始

建設計画
立案開始

建設計画
発表

地鎮祭開催、
着工

竣工予定 稼働予定事業用地
取得

プロジェクト
再始動

コロナ禍や電動化を
踏まえ計画を見直し

共創パートナーの募集
共創ヴィレッジの構築

新領域挑戦に向けた
新実験棟建設予定

2019 2020 2023〜24 2025/11 2025/12 2027/4 2027/9 2030年以降

自動車産業の中心地でラボを構える意義 また訪れたくなる“開かれた事業所”に

取締役　上席執行役員
計測機器領域担当
CLC実現プロジェクト LPL
塚越　照

執行役員
コネクトラボ長
CLC実現プロジェクト PL
瀧澤直樹

で得られた世界最高レベルの高度な制御技術を

試験設備に実装する予定です（P.9参照）。

　本館には、今後の「共創ヴィレッジ」構想（P. 

8参照）に基づき、共創パートナーが集い、積

極的なコミュニケーションが取れる場として

「カフェエリア」を設置する予定です。また中

部営業所も本館に移転します。

　CLCは2027年9月の稼働を予定しています。

また本事業は、2025年3月に愛知県豊田市の「豊

田市企業立地奨励事業者※2」に指定されました。
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新たな価値を生み出す新拠点［2］

　CLCは2027年の稼働を皮切りに、さらなる

進化・成長を予定しています。

　2028-2029年頃の「コミュニティ形成」フ

ェーズでは、本館前に連結や増築、撤去が容易

なユニットハウスで構成された「共創ヴィレッ

ジ」を建設予定です。こちらは共創パートナー

の皆様に活用していただく予定で、当社と協業

していただける企業の数やニーズに応じて、柔

　2025年12月18日、CLCの建設予定地にて

関係者をお招きして地鎮祭を執り行いました。

　「斎鍬の儀（いみくわのぎ）」では、施主の当

社代表取締役社長　大越祐史が鍬で⼟を掘る

「穿初（うがちぞめ）」を⾏いました。また地鎮

祭後の直会では「いよいよ着⼯となりますが、

『中部リンケージコモンズ』が、その名の通り

新たなつながりを⽣む拠点となるよう、期待を

【CLC将来構想】

【地鎮祭の開催】

軟に対応していきます。

　2030年以降の「新領域への挑戦」フェーズ

では、実験棟「AT Lab.C1」の前に、さらなる

実験棟建設を計画しています。まだ将来構想の

段階ですが、お客様の抱える問題に対し、柔軟

に対応できる拠点を目指していきます。

寄せております。近隣の皆様にはご不便やご迷

惑をおかけすることもあるかと存じますが、細

⼼の注意を払い、円滑に作業を進めてまいる所

存です。施⼯会社の皆様、どうぞ安全第⼀でよ

ろしくお願いいたします」と述べました。

2028-2029年　「コミュニティ形成」フェーズ

2030年以降　「新領域への挑戦」フェーズ

小
野
測
器
と
は
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東京大学との社会連携講座  世界トップレベルの制御技術を投入した「共創の場」としてのCLC
小野測器は2022年10月より国立大学法人東京大学 大学院新領域創成科学研究科（以下、東京
大学）と、「電気自動車の振動計測制御に関する社会連携講座」を開設しています。2025年11月
19日には本取り組みに関する発表会を東京大学柏キャンパスで実施し、これまでの研究成果と今
後の成果をCLCの実験設備に導入することを発表しました

　本講座は2022年10月に開設され、小野測器

からは国内留学という当社制度を通じて尾田未

知が参加しています。第一期では「クリーンか

つ快適な電気自動車社会の実現」を目指して、

電気自動車の駆動モーターの高応答性に着目し

た車両振動抑制制御及び車両運動制御に関する

研究開発を行い、発表会では研究の成果が尾田

より報告されました。

　自動運転が普及した社会ではこれまで以上に

低振動・低騒音が求められ、実現するにはモー

ターの高いトルク応答性を活かす必要がありま

す。第一期ではxEVの振動制御技術を開発して

きましたが、評価する台上試験装置にも同等の

技術が求められるため、第二期ではxEVの振動

計測制御の共同研究を募集し、さらに最先端の

台上試験装置を実現します。

　第一期では、モーターの高応答性を活用した

xEV・ドローン向けの振動制御技術を開発して

きました。第二期では、これまでの制御技術を

さらに発展させるとともに、台上試験装置にお

ける振動計測・制御にも取り組みます。最先端

の制御技術を迅速に台上試験装置へ実装し、多

くのxEV開発に活用していただける技術の創出

を目指します。

　2026年4月より始まった第二期活動では、第

一期の研究テーマを継続しながら、追加のテー

マとして自動車用試験装置の制御に着目した研

究を予定しています。世界トップレベルの制御

技術の実装を目標としており、本制御を実装し

た自動車用試験装置をCLCに導入する予定です。

【社会連携講座第一期の成果】

【東京大学 講座担当者のコメント】

【社会連携講座第二期の目標】

東京大学
大学院新領域創成科学研究科
博士課程 
尾田未知

東京大学
大学院新領域創成科学研究科
教授  
藤本博志

東京大学
大学院新領域創成科学研究科
准教授  
永井栄寿
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小
野
測
器
と
は

企業理念

小野測器は、創業時から計測技術で挑戦を続け、新しい道をひらいて、夢の実現に寄り添って
きました。数値に真摯に向き合う姿勢やお客様視点は、世代を超えて引き継がれています。私
たちの使命、それは、創業者の想いを胸に、仲間とともに、社会とともに、未知の現象に挑み、
未来をつくっていくことです。私たちはこれからも “はかる” 力で “はかり知れない” 価値をつ
くり続けていきます。

時代とともに変化していく社会の課題を“はかる”力で可視化し、解明していく。その積み重
ねが人々の暮らしを支えてきました。 テクノロジーの発展の先に、サステナブルな社会が実現
することを信じ、私たちは計測という領域で磨きをかけていきます。

未知を拓き、未来を創る

人とテクノロジーのより良い関係を支え
サステナブルな社会の実現を加速させる

数値に真面目に、はかる
専門家が集まることで、わかる
柔軟な現場対応で、つながる
私たちは、お客様の達成したい目標に対し、状況に応じた解決策を考え、行動します。

小野測器が共有する想い

はかる・わかる・つながる

自分の言葉で語り、意志を持ち、挑戦を楽しむ
対話を大切に、仲間を尊重し、最善を追求する
社会を意識した、価値づくりにこだわる
誠実に・前向きに、明日への一歩を積み重ねる

MISSION

VISION

VALUE

SPIRIT
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INPUT（2025年）

人的資本

　連結従業員　653人

財務資本

　総資産　21,783百万円

知的資本

　開発費　1,011百万円

製造資本

　製造拠点　1拠点

　設備投資　567百万円

社会・関係資本

  取引顧客　  3,529社

  代理店　　　　58社

  協力会社　　 475社

OUTPUT（2025年）

事業活動の拡大

計測機器

　売上高　4,665百万円

特注試験装置及びサービス

　売上高　8,952百万円

経営基盤の強化

連結売上高

13,629百万円

連結営業利益

588百万円

ROE

2.5%

OUTCOME

顧客に対して

サステナビリティ課題の解決

従業員に対して

ウェルビーイングな社会の実現

株主に対して

経済的付加価値の配分

社会に対して

安心・安全な暮らしの実現

環境に対して

サステナブルな地球環境への貢献
経営基盤

人財育成・ガバナンス・リスク管理体制・コンプライアンスの強化・DX   

ナレッジ・
ノ
ウ
ハ
ウ

データ・受託試
験

計
測
機
器
・
試験

機

VALUE

事業活動

持続的成長を促す価値創造サイクル

顧客のサステナビリティ課題解決に貢献

MISSION　未知を拓き、未来を創る

SPIRIT　私たちが共有する想い

お客様との対話 コア技術の深耕 イノベーション
への挑戦

グローバル対応
の強化

VISION
人とテクノロジーのより良い関係を支え

サステナブルな社会の実現を加速させる

長期経営戦略 ・ 中期経営計画

価値創造プロセス

※数値は2025年12月31日時点

小
野
測
器
と
は
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マテリアリティ

Step1　候補となる課題要素の整理
持続可能な成長のため考慮すべき課題要素を抽
出。ステークホルダーとの対話により得られた要素
を整理しました

Step2　各要素を分析／選定
社会目線、自社目線で、機会・リスクにおける要素
ごとに分析を行い、取り組むべき優先課題を選定
しました

Step3　課題の再整理
選定された優先的な重要課題候補を、中期経営計
画Challenge Stage Ⅲとの連動及びSDGｓとの照
合により、再整理しました

Step4　マテリアリティの設定
執行役員以上で構成される経営会議にて重要課題
候補の妥当性を確認し、社長及び取締役会で審
議、重要課題を特定しました

▶ ▶ ▶

マテリアリティ 中期計画 アクション SDGｓ

共創共存し持続可能な社会 
ライフサイクルを通して、地球環境に配慮
した企業活動を推進します

・企業活動から排出されるCO2の削減
・開発効率の向上による環境負荷低減

・太陽光発電設備設置による自家発電
・グリーン電力への切り替え
・LCAの運用
・MBDの推進

安心・安全に暮らせる社会
新たな価値創造による社会課題ソリューシ
ョンを提供します

・環境負荷低減型製品／ソリューションの提供
・世界の産業を安全かつ安定的に支援
・イノベーションの創出による成長
・専門知識の蓄積及び競争力の強化

・市場ごとのニーズをとらえた商品提供
・グローバル拠点の販売網拡大
・コトビジネスへの参入
・新規事業の開拓
・独自技術の深耕及び後進育成の推進

ウェルビーイングな社会の実現
誰もが公平で安心して働ける、働きがい
のある職場環境を目指します

・多様な人財の育成
・DE＆Iの促進
・時代に即した職場環境づくり
・社会との共創／未来を創る世代とのつながりの
強化

・社員育成プログラム
・多様な人財の育成及び採用
・人事考課制度の改革
・働き方が選べる職場環境の整備
・産官学連携の活動推進
・未来世代への教育支援

企業基盤の強化
適切な組織統治及び価値創造のため、企
業基盤を強化します

・多様なステークホルダーに対して、高い透明性
のもと公正で健全な信頼関係を築く

・IR／広報の強化
・ガバナンス体制の強化
・コンプライアンス推進体制の整備
・報酬制度による事業計画へのコミットメントの明確化
・取締役会による適切なリスクテイクに対する支援

株式会社小野測器は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

　小野測器は、創業の精神「誰もやらないから、

挑戦する価値がある」に基づき、下表のとおり

マテリアリティ（重要課題）を定めています。

このマテリアリティは、当社の持続可能な成長

のために、経営上の課題として社会的・環境的・

経済的視点で特定されたものです。

　当社のミッションは、“はかる”力を通じて「未

知を拓き、未来を創る」こと。未知なる現象に真

摯に向き合い、より安心・安全で豊かな人々の暮

らしを支えていく、これを持続可能なものとす

るために、中期経営計画Challenge Stage Ⅲの

最終年となる2024年にマテリアリティを設定し、

2030年に向けて取り組むべき課題として位置

付けました。これらのマテリアリティに基づいた

取り組みを推進し、事業活動を通じてさまざまな

社会価値と経済価値の創出に取り組んでいきます。

小
野
測
器
と
は


	integrated-report-2026-allpages - コピー 2
	integrated-report-2026-allpages - コピー 3
	integrated-report-2026-allpages - コピー 4
	integrated-report-2026-allpages - コピー 5
	integrated-report-2026-allpages - コピー 6
	integrated-report-2026-allpages - コピー 7
	integrated-report-2026-allpages - コピー 8
	integrated-report-2026-allpages - コピー 9
	integrated-report-2026-allpages - コピー 10
	integrated-report-2026-allpages - コピー 11
	integrated-report-2026-p02

